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東
北
公
益
文
科
大
学
は
、
公
設
民
営

の
大
学
と
し
て
平
成
13
年
４
月
に
誕
生

し
ま
し
た
。

　

現
在
、文
部
科
学
省
よ
り
※「
地
（
知
）

の
拠
点
整
備
事
業
」
の
認
定
を
受
け
、

人
口
減
少
対
策
、
雇
用
の
場
の
創
出
、

中
山
間
地
域
の
活
性
化
な
ど
、
本
地
域

の
課
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
解
決

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
２
月
12
日
㈮
に
は
、
東
北
公
益

文
科
大
学
教
授
の
矢
口
明
子
氏
が
本
市

副
市
長
に
就
任
す
る
予
定
で
す
。
本
市

と
し
て
も
、
東
北
公
益
文
科
大
学
の
知

見
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活い

か
し
な
が
ら

更
な
る
連
携
の
強
化
を
図
り
、
市
と
大

学
が
一
体
と
な
っ
た
「
大
学
ま
ち
づ
く

り
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
市
と
東
北
公
益
文
科
大
学
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
、
私
た
ち
の
暮
ら
す
地

域
の
未
来
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

※
「
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
」
／

自
治
体
と
連
携
し
、
全
学
的
に
地
域
を

志
向
し
た
教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
を

進
め
る
大
学
な
ど
を
国
が
支
援
す
る
も

の
。
課
題
解
決
に
資
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
材
や
情
報
・
技
術
が
集
ま
る
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
的
存
在
と
し
て

大
学
の
機
能
強
化
を
図
る
。

特 集 大学まちづくり
本市と東北公益文科大学の連携

●お問い合わせ／市政策推進課 ☎26-5704
　　　　　　　　東北公益文科大学 ☎41-1111
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　酒田おもてなし隊とは、平成26年6月から9月に開催された日本
最大の観光キャンペーン「山形デスティネーションキャンペーン
（以下ＤＣ）」に合わせて、酒田を盛り上げるために設立された学
生有志による団体です。ＤＣ期間中は毎週末酒田駅で観光案内や
出発・到着列車の出迎えを実施したほか、庄内一円に出掛けて住
民の笑顔と庄内のＰＲメッセージを収録した動画を制作し、駅で
上映を行いました。翌年の平成27年は、酒田港のイベント参加や、
県外・海外からの観光客に対する案内など活動を拡大。その功績
が認められ、昨年12月28日にはＪＲ東日本新潟支社営業部長から
感謝状が授与されました。
　今年はさらに活動の場を酒田から庄内全域に広げる計画が始動。
学生たちは「庄内に観光流動を起こすには自分たちが“庄内を学
び愛し行動する”」をスローガンに、地域の方と一緒に情報発信
や案内活動、ネットワーク作りなど課題解決に取り組んでいます。

　鳥海山・飛島ジオパーク認定に向けて、機運醸成のための講演会や研修が開催されていますが、酒
田市八幡地区ジオパーク推進事業検討会では学生がワークショップのファシリテーター役を担当。地
域住民と一緒に八幡地域の魅力の磨き上げに取り組んでいます。
　地域の方の学生に対する評価は高く、継続して地域の取り組みに参画することを求められています。今
後も飛島や鳥海山麓の地質的根拠、歴史・文化を活

い

かした観光に関し、地域や行政と一緒に幅広い年齢
層が一同に集い発見と学びを共有し、協働してジオパーク認定に向けた取り組みに協力していく予定です。

鳥海山・飛島ジオパーク加盟申請に向けて

酒田おもてなし隊

連携 学生×観光

連携 学生×歴史・文化
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私
が
学
長
に
就
任
し
て
か
ら
ま
も
な

く
２
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
東
北
公
益
文
科
大
学
で
は
、
今
後

３
年
間
の
大
学
が
目
指
す
目
標
を
掲
げ

た
「
吉
村
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
よ
り

魅
力
あ
る
大
学
づ
く
り
の
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
大
き
な
柱
の
一
つ
が
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
の
育
成
で
す
。
本
学
の
学
生
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
昨
年
８
月
に
は
庄

内
地
域
の
高
校
生
を
対
象
に
し
た
１
泊

２
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

し
た
ほ
か
、
外
国
人
教
員
が
地
域
住
民

と
交
流
す
る
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
カ
フ
ェ

も
実
施
し
ま
し
た
。
地
方
に
お
い
て
も

国
際
性
を
持
っ
た
人
材
育
成
が
不
可
欠

な
現
代
、
庄
内
に
い
な
が
ら
グ
ロ
ー
バ

ル
な
世
界
に
親
し
め
る
場
を
多
彩
に
提

供
し
、
地
域
の
国
際
化
の
一
翼
を
担
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
＆
ロ
ー
カ
ル
の
大
学
を
目
指
し
て

　

も
う
一
つ
の
柱
は
地
域
の
発
展
に
貢

献
で
き
る
人
材
の
育
成
で
す
。
本
学

で
は
開
学
以
来
一
貫
し
て
、
地
域
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
学
び
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
、
競
争

型
の
演
習
科
目
を
通
じ
、
地
域
課
題
の

解
決
策
立
案
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
起

業
家
育
成
な
ど
地
域
の
活
力
を
生
み
出

す
力
や
福
祉
の
ス
キ
ル
で
社
会
に
貢
献

で
き
る
人
材
の
育
成
も
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
教
員
を
志
す
現
役
の
学
生
に

よ
る
小
中
学
生
へ
の
学
習
サ
ポ
ー
ト
な

ど
、
学
生
力
を
活い

か
し
た
新
た
な
地
域

貢
献
に
も
今
後
着
手
し
て
い
く
予
定
で

す
。
今
後
も
酒
田
市
と
連
携
し
な
が
ら
、

こ
の
地
域
の
活
性
化
の
拠
点
と
な
る
べ

く
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

東
北
公
益
文
科
大
学
学
長

　
吉
村
　
昇 

氏

大
学
地
域
貢
献
度
ラ
ン
キ
ン
グ

２
０
１
５

　

同
大
学
は
、
日
経
グ
ロ
ー
カ
ル
誌

（
平
成
27
年
12
月
７
日
発
行
）
の
特

集「
大
学
地
域
貢
献
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」

で
北
海
道
・
東
北
地
区
私
立
大
学
の

中
で
第
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　子どもの頃に「公益」の視点で物事を考える機会を
つくることを目的に、学生が小学生を対象に「公益を
考える授業」を行うプロジェクトです。
　本市を中心とした庄内地域の小中学校の協力を得な
がら、教材開発や指導案作成、授業を実施しています。

　「防災・減災」をテーマとした地域コミュニティづ
くりの一環として、公益大生が日向地区の「地域支え
合い防災マップづくり」に参加しました。
　学生は一連のマップ作成過程や話し合いに「聞き役」と
して関わることで、地域特有の地形や過去の災害発生箇
所、要援護者やその支援体制などへの理解を深めました。

Koeki Kids Project
公益キッズプロジェクト

八幡地域日向地区
「地域支えあい防災マップづくり」

こ ん な 活 動 も し て い ま す ！

連携 学生×子ども

連携 学生×地域福祉×防災
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市
と
大
学
が
一
体
と
な
っ
て
政
策
課

題
を
検
討
・
解
決
す
る
仕
組
み
と
し
て
、

調
査
研
究
事
業
を
平
成
18
年
度
か
ら
実

施
し
て
お
り
、
10
年
間
で
20
件
の
調
査

研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
年
度
試

行
的
に
行
っ
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
セ
ミ

ナ
ー
」
で
は
、
本
市
の
未
来
を
担
う
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
平
成
13
年
４
月
の
開
学
時
か
ら
約
15

年
間
、
東
北
公
益
文
科
大
学
に
勤
め
て
き
ま

し
た
。

　

大
学
の
原
点
に
は
二
つ
の
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
一
つ
目
は
、
地
域
の
要
望
に
よ

り
設
立
さ
れ
た
大
学
で
あ
る
こ
と
で
す
。
開

学
以
来
、
地
域
に
密
着
し
た
研
究
・
教
育
活

動
を
一
貫
し
て
行
っ
て
き
た
こ
と
が
「
地

（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
」
の
採
択
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
二
つ
目
は「
全
国
ス
ケ
ー
ル
」

の
大
学
で
あ
る
こ
と
で
す
。
全
国
か
ら
人
の

集
ま
る
大
学
に
す
る
た
め
に
、
全
国
唯
一
の

「
公
益
学
部
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
吉
村
昇
学
長
の
下
で
さ
ら
な
る
魅
力

を
持
つ
大
学
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

若
い
人
だ
け
で
は
な
く
、
学
び
た
い
と
考
え

る
市
民
が
い
つ
で
も
学
べ
る
「
開
か
れ
た
大

学
」を
目
指
し
て
、こ
れ
か
ら
も
地
域
・
大
学
・

行
政
を
つ
な
い
で
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

例
年
、
市
で
は
社
会
福
祉
士
実
習
の

学
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て

大
学
教
員
か
ら
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
構

築
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
、
福
祉

の
側
面
か
ら
住
民
自
ら
地
域
づ
く
り
を

考
え
る「
地
域
支
え
合
い
研
修
会（
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
）」を
学
生
も
交
え
て
行
っ

た
り
と
、
地
域
福
祉
の
推
進
や
地
域
福

祉
人
材
の
育
成
に
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

公
務
員
を
志
望
す
る
学
生
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
、
山
形
県
庄
内
総
合
支
庁

と
庄
内
２
市
３
町
が
協
力
し
て
、
公
務

員
が
仕
事
の
や
り
が
い
な
ど
を
学
生
に

伝
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
学

生
の
意
欲
向
上
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
平
成
28
年
度
か
ら
は
、
新
た
に

採
用
し
た
市
職
員
が
東
北
公
益
文
科
大

学
に
入
学
で
き
る
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

　

公
益
の
視
点
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
地
元
大
学
で
体
系
的
に
習

得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
を
先
導
す

る
人
材
の
育
成
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
Ｉ
Ｔ
起
業
家
の
育
成
を
目
指

し
た
「
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス 

U

ア

ン

ダ

ー

バ

ー

N
D
ERBA

R

」
の
設
置
運
営
や
学

生
の
街
な
か
活
動
を
促
進
す
る
た
め

の
「
る
ん
る
ん
バ
ス
利
用
支
援
」
な
ど
、

新
た
な
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後

も
一
層
連
携
を
深
め
、
市
と
大
学
が
一

体
と
な
っ
た
「
大
学
ま
ち
づ
く
り
」
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

東
北
公
益
文
科
大
学
教
授
が

副
市
長
に
就
任
！

「グローバル・セミナー」の様子
高校生と大学生が楽しく英語漬けの2日間を過ごしました。

副市長就任予定の
矢口 明子教授

「公務員を目指す学生のための就活サポートセミナー」の様子
公務員が仕事のやりがいを熱く語り、学生も気になることを積極的
に質問しました。

国
際
化

地
域
福
祉

連
携
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み

公
務
人
材
育
成

連携

酒田市
×
大学


